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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年８月期第３四半期 17,429 △21.3 1,399 △50.7 1,438 △54.1 451 △79.7

2024年８月期第３四半期 22,133 4.4 2,837 30.4 3,132 39.0 2,218 894.5

（注）包括利益 2025年８月期第３四半期 144百万円（△94.2％） 2024年８月期第３四半期 2,500百万円（－）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年８月期第３四半期 16.86 －

2024年８月期第３四半期 82.78 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年８月期第３四半期 47,182 39,239 83.2

2024年８月期 48,129 40,446 84.0

（参考）自己資本 2025年８月期第３四半期 39,239百万円 2024年８月期 40,446百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年８月期 － 20.00 － 22.00 42.00

2025年８月期 － 22.00 －

2025年８月期（予想） 32.00 54.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 26,100 △11.5 2,300 △30.8 2,450 △31.6 1,260 △48.3 47.64

１．2025年８月期第３四半期の連結業績（2024年９月１日～2025年５月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

２．2025年８月期（予想）期末配当金の内訳　普通配当　22円00銭　記念配当　10円00銭

なお、詳細は2025年４月10日公表の「配当予想の修正（サイレントパイラー誕生50周年記念配当）に関するお

知らせ」をご覧ください。

３．2025年８月期の連結業績予想（2024年９月１日～2025年８月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

２．当社は2025年４月10日の取締役会において、自己株式の取得について決議いたしました。2025年８月期の連結

業績予想における「１株当たり当期純利益」については、当該自己株式の取得の影響を考慮しております。な

お、当該自己株式の取得については、2025年４月10日公表の「自己株式の取得に係る事項の決定に関するお知

らせ」をご覧ください。
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①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年８月期３Ｑ 28,194,728株 2024年８月期 28,194,728株

②  期末自己株式数 2025年８月期３Ｑ 1,554,621株 2024年８月期 1,427,022株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年８月期３Ｑ 26,764,451株 2024年８月期３Ｑ 26,794,276株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料８ページ「２. 四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んで 

おります。

実際の業績等は、業績の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当社グループは、当期を初年度とする新たな中期経営計画2027（2025年８月期－2027年８月期）を発表しまし

た。成長のための４つの基本戦略を基盤に、グローバルな技術提案や工法普及を強化するとともに、新工法・新

製品の開発と市場投入のスピードアップを推進し、企業価値の向上を目指します。

　当第３四半期連結累計期間における国内の事業環境は、底堅い公共投資および民間設備投資の持ち直しによ

り、建設投資全体は堅調に推移しました。一方、当社事業においては、建設コストの上昇や深刻な技能労働者不

足の影響を受け、ユーザーの設備投資は依然として慎重な傾向が続きました。

　国内における工法技術提案活動では、災害復旧・復興事業や防災・減災対策、国土強靭化事業、インフラ老朽

化に伴う更新・機能強化事業等を中心にインプラント工法
※１

の普及に取り組みました。その結果、公共工事で

は、能登半島地震・豪雨災害で被災した岸壁の復旧工事、埠頭の耐震補強、高速道路のランプ工事で採用される

等、採用案件数は順調に推移しました。

　国内の工法採用を加速させる取り組みとして、３月には石川県金沢市の能登復興支援室と愛知県名古屋市の中

部営業所をそれぞれ増員しました。能登復興支援室では、工法技術提案に加え、工事計画の立案や進捗管理等に

も対応できる体制を整え、管轄エリアを北信越地方全域に広げています。さらに４月からは、従来関西営業所

（大阪府）が管轄していた四国エリアについて、高知本社に専任担当者を新たに常駐させ、地域ニーズに応じた

工法営業を一層強化しました。

　製品関連では、鋼矢板を硬質地盤に圧入する際のオーガ装置の掘削能力、施工能率を向上させる「フライホイ

ール式パイルオーガ」が、国土交通省のＮＥＴＩＳ（新技術情報提供システム）の「令和７年度 推奨技術
※２

」

および「震災復旧・復興支援技術」に選定されました。本製品は2021年の市場投入以降、硬質地盤の適用範囲を

広げるとともに、生産性を向上させる画期的な技術として評価を受けており、本製品を標準搭載した「サイレン

トパイラーＦ112」等とともに販売実績を伸ばしています。今回の選定を追い風とし、さらにニーズの掘り起こ

しを促進してまいります。

　海外展開では、これまでの機械販売を中心としたビジネスモデルを見直し、現地パートナーとの協働体制を強

化すべくユーザー向け総合支援サービス「ＧＴＯＳＳ
※３

」の定着を図っています。ＧＴＯＳＳ会員となったパー

トナー企業とともに、工法普及活動を実施することで、市場拡大を加速させていきます。

　アジア地域では、ＧＴＯＳＳ ＡＳＩＡの会員であるシンガポールのユーザーに３台目のジャイロパイラーを

納入しました。現地ではジャイロプレス工法が採用された２件目の工事が５月に完工、３件目の工事も順調に進

捗しており、現場見学会の開催等を通じて同工法の市場拡大を推進しております。

　中国においては、販売代理店兼指定工場である河北省の大手建機販売企業「石家庄天遠科技集団有限公司（天

遠社）」にサイレントパイラーを３台納入しました。2020年よりスタートした同社との連携により、現地の防

災・減災対策やインフラ再生工事等において圧入工法のニーズは着実に高まっており、建設会社へのレンタルを

通じて製品販売につなげていきます。

　ヨーロッパ地域では、当社製品を30年以上使用しているドイツのユーザーがＧＴＯＳＳ ＥＵＲＯＰＥに加入

し、会員は４社に増えました。同社の入会により、ＧＴＯＳＳ ＥＵＲＯＰＥのネットワークは、中期経営計画

でヨーロッパ地域の優先注力地域に位置付けたオランダ、ドイツ、イギリス、イタリアへと広がり、現地パート

ナーとの協働体制は着実に強化が進んでいます。

　北米地域では、ＧＴＯＳＳ Ｎｏｒｔｈ Ａｍｅｒｉｃａの会員である米国のユーザーと営業活動を行った結

果、本ユーザーが同国初となるジャイロプレス工法の採用案件の受注にいたりました。当社グループは引き続

き、本ユーザーと連携を密にして確実に工事を成功に導き、施工実績を同工法の市場拡大につなげてまいりま

す。

　こうした状況下ではあるものの、当第３四半期連結累計期間は、主として国内における製品販売が減少したこ

とから、売上高は17,429百万円（前年同四半期比21.3％減）となりました。利益につきましては、利益率の高い

建設機械セグメントの売上減が大きかったことから、営業利益は1,399百万円（同50.7％減）、経常利益は1,438

百万円（同54.1％減）となりました。また、７月２日に公表した「特別損失の計上および2025年８月期通期連結

業績予想の修正に関するお知らせ」の通り、当社の元連結子会社であるJ Steel Group Pty Limited（以下「J 

Steel」といいます）との和解に伴い、特別損失として訴訟関連損失301百万円および貸倒引当金繰入額511百万

円を計上しましたので、親会社株主に帰属する四半期純利益は451百万円（同79.7％減）となりました。

　なお当該和解に伴い、J Steelにかかわる当社の権利・義務は全て解消され、当該事案が今後の業績に影響を

及ぼすことはございません。本件の決着を受け、当社は海外事業に経営資源を重点的に投入し、さらなるグロー

バル展開を推進してまいります。
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　セグメントの業績は次の通りです。

①建設機械事業

　国内では、建設コストの上昇や技能労働者不足がユーザーの設備投資マインドを冷やし、製品販売に大きく影

響しました。海外では、前期は上期に製品売上が高水準だったのに対し、今期は第４四半期に売上が集中する計

画であること、また一部製品販売の第４四半期への期ずれにより減収となりました。このような状況のもと、当

セグメントの売上高は11,370百万円（前年同四半期比25.0％減）、営業利益は2,188百万円（同38.1％減）とな

りました。

②圧入工事事業

　国内では、工法採用が堅実に推移する中、ダムの仮設擁壁構築（長崎県）、陥没事故復旧・ライフライン再構

築工事（埼玉県）、発電所の防潮堤基礎構築（北海道）、発電所の防水壁構築（岐阜県）、エコサイクル設置工

事（兵庫県）等において工事が順調に進捗しましたが、前年の第３四半期累計期間における高水準な工事売上の

反動減および開発型案件が第４四半期に集中する計画であること、一部受注案件の着工遅れにより減収となりま

した。一方、海外ではドイツにてオペレーター付きレンタルが順調に進捗しました。この結果、当セグメントの

売上高は6,058百万円（前年同四半期比13.2％減）、営業利益は915百万円（同18.7％減）となりました。

※１　一本一本が高い剛性と品質を有した杭材（許容構造部材）を地中深く圧入し、地震や津波、洪水等の外

力に粘り強く耐える「インプラント構造物」を構築する工法。

※２　ＮＥＴＩＳの登録技術のうち、実際に直轄工事等で活用され、効果が審査されたものは「事後評価実施

済み技術」とされます。その中で、公共工事等に関する技術水準を一層高めると期待される画期的な新

技術が「推奨技術」に選定されます。推奨技術は、通常のＮＥＴＩＳ登録技術よりも工事成績評定や総

合評価方式における加点数がアップするため、活用促進が期待できます。

※３　会員ユーザーに対し、製品に加えて技術サービス等のノウハウを提供して現場の生産性向上を図る総合

支援サービス。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ947百万円減少して、47,182百万円

となりました。これは、現金及び預金等の流動資産において844百万円の減少、投資その他の資産等の固定資産

において102百万円の減少があったことによるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ259百万円増加して、7,943百万円とな

りました。これは、支払手形及び買掛金等の流動負債において39百万円の増加、長期借入金等の固定負債におい

て220百万円の増加があったことによるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ1,207百万円減少して、39,239百万

円となりました。これは、利益剰余金等の減少によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の連結業績予想につきましては、2025年７月２日公表の連結業績予想から変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,180 7,344

受取手形、売掛金及び契約資産 3,843 3,591

電子記録債権 1,383 1,940

製品 4,391 5,382

仕掛品 1,418 1,241

未成工事支出金 45 37

原材料及び貯蔵品 2,619 3,166

その他 393 727

貸倒引当金 △3 △5

流動資産合計 24,271 23,426

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 8,608 8,693

機械装置及び運搬具 12,294 12,395

土地 9,730 9,724

建設仮勘定 836 1,009

その他 1,617 1,684

減価償却累計額 △14,624 △15,017

有形固定資産合計 18,463 18,489

無形固定資産 125 145

投資その他の資産

投資有価証券 1,854 2,081

繰延税金資産 2,017 2,332

退職給付に係る資産 13 14

その他 1,929 1,746

貸倒引当金 △545 △1,055

投資その他の資産合計 5,270 5,120

固定資産合計 23,858 23,755

資産合計 48,129 47,182

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 874 1,563

短期借入金 94 95

未払法人税等 519 180

契約負債 3,239 3,284

賞与引当金 828 250

その他の引当金 0 －

その他 1,756 1,976

流動負債合計 7,312 7,351

固定負債

長期借入金 205 303

その他 165 287

固定負債合計 370 591

負債合計 7,683 7,943

純資産の部

株主資本

資本金 8,958 8,958

資本剰余金 10,128 10,142

利益剰余金 22,602 21,874

自己株式 △1,783 △1,971

株主資本合計 39,905 39,004

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 75 95

為替換算調整勘定 390 67

退職給付に係る調整累計額 75 72

その他の包括利益累計額合計 541 235

純資産合計 40,446 39,239

負債純資産合計 48,129 47,182
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年９月１日
　至　2024年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年９月１日

　至　2025年５月31日)

売上高 22,133 17,429

売上原価 13,770 10,618

売上総利益 8,363 6,810

販売費及び一般管理費 5,526 5,411

営業利益 2,837 1,399

営業外収益

受取利息 11 16

受取配当金 14 18

不動産賃貸料 55 58

為替差益 97 －

保険解約返戻金 66 －

業務受託料 40 45

その他 50 41

営業外収益合計 337 180

営業外費用

支払利息 1 6

不動産賃貸費用 14 12

支払手数料 10 －

業務受託費用 9 －

為替差損 － 115

その他 5 6

営業外費用合計 42 140

経常利益 3,132 1,438

特別損失

訴訟関連損失 － 301

貸倒引当金繰入額 － 511

固定資産廃棄損 － 40

特別損失合計 － 853

税金等調整前四半期純利益 3,132 585

法人税等 914 133

四半期純利益 2,218 451

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,218 451

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年９月１日
　至　2024年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年９月１日

　至　2025年５月31日)

四半期純利益 2,218 451

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 62 20

為替換算調整勘定 223 △322

退職給付に係る調整額 △3 △3

その他の包括利益合計 282 △306

四半期包括利益 2,500 144

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,500 144

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

・税金費用の計算

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用する方法によっております。

（会計方針の変更に関する注記）

・「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。これによる四半期連結財

務諸表に与える影響はありません。

　なお、法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準

第20－３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第28号 2022年10月28日。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております。

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務

諸表に関する注記事項（セグメント情報等の注記）」に記載のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自　2023年９月１日

至　2024年５月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2024年９月１日

至　2025年５月31日）

減価償却費 1,187百万円 1,014百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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（追加情報）

・訴訟関連

　当社の元連結子会社であるJ Steel Group Pty Limited（以下「J Steel」といいます。）は、オーストラリア

で受注した工事の契約履行に関して、発注元である取引先（以下「取引先」といいます。）に対して金融機関に

よる保証を設定しておりました。2023年８月期において、取引先がその権利を行使し金融機関が同保証を履行し

たことにより、J Steelは金融機関に対して11百万豪ドル（1,035百万円）の支払義務が発生しました。 当社

は、同金融機関保証について親会社保証を設定していたことから金融機関に対して11百万豪ドル（1,035百万

円）の代位弁済を行い、J Steelに対する債権として四半期連結貸借対照表の投資その他の資産「その他」に計

上しております。J Steelは金融機関の保証履行金額の返還に向けて取引先と係争中であり、当社とJ Steel 

は、その返還が行われれば代位弁済額が当社に返還されることになる契約を結び、当該係争の解決に向けて協力

することとしておりました。

　しかしながら、J Steelによる係争の進捗状況を踏まえると、早期決着の可能性が低くなり、このまま当契約

を継続することは、継続的な専門家報酬等の発生による当社の債権回収額の減少につながると判断したことか

ら、当社はJ Steelに対して2024年８月に当契約の解除を要求し、改めて債権の権利行使をしました。

　これに対し、J Steelは当社の手続きの不当性を主張し、契約解除の差止等を求める訴訟を提起しました。当

社としましては、当社の判断および手続きが正当であることに疑いありませんが、本件訴訟の長期化による今後

の経営に与える影響等を鑑み、和解により終結させることといたしました。

　当該和解に伴い、2025年８月期第３四半期連結決算において、訴訟関連損失として ３百万豪ドル（301百万

円） を計上するとともに、J Steelに対する債権を放棄したことにより回収不能となった金額について、貸倒引

当金繰入額511百万円 を特別損失として計上いたしました。

(注)（）内の金額については、2025年５月末日時点における為替レートで換算しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
合計

調整額

(注)1

四半期連結損益計

算書計上額(注)2建設機械事業 圧入工事事業

売上高

日本 12,575 6,775 19,351 - 19,351

その他の地域 2,577 204 2,782 - 2,782

顧客との契約から 

生じる収益
15,153 6,980 22,133 - 22,133

外部顧客への売上高 15,153 6,980 22,133 - 22,133

セグメント間の内部

売上高または振替高
329 124 453 △453 -

計 15,482 7,105 22,587 △453 22,133

セグメント利益 3,537 1,126 4,664 △1,826 2,837

（単位：百万円）

報告セグメント
合計

調整額

(注)1

四半期連結損益計

算書計上額(注)2建設機械事業 圧入工事事業

売上高

日本 9,753 5,840 15,594 － 15,594

その他の地域 1,617 217 1,835 － 1,835

顧客との契約から 

生じる収益
11,370 6,058 17,429 － 17,429

外部顧客への売上高 11,370 6,058 17,429 － 17,429

セグメント間の内部

売上高または振替高
411 122 533 △533 －

計 11,781 6,180 17,962 △533 17,429

セグメント利益 2,188 915 3,104 △1,705 1,399

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年９月１日　至　2024年５月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益の調整額△1,826百万円には、セグメント間取引消去67百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△1,893百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

　　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年９月１日　至　2025年５月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益の調整額△1,705百万円には、セグメント間取引消去68百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△1,774百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

　　該当事項はありません。
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